
１月13日（日）、壱岐の島ホールで成人式が開催されました。壱岐市の新成人は

276名だったそうです。壱岐高でいうと、69回生の皆さんが成人式を迎えたことに

なります。おめでとうございます。 

さて昨年の６月13日、成人年齢を18歳とする民法改正案が国会で可決し、2022

年４月１日から18歳に達した段階で成人となることが決まりました。現在国では、

18歳を成人とするために必要な関連法などの整備を行っています。 

 これに先行して選挙権は2016年から18歳以上に不えられ、高校３年生は選挙権

を有する生徒とそうでない生徒が混在するようになりました。本校でも特定した日・

時間にセミナーハウスで期日前投票所を設け、選挙権を行使できるように配慮してい

ます。 

 このように「18歳」という年齢の区分により、選挙権を有し、成人となるわけで

すが、公民権を剥奪されていない男女すべての国民が、一定の年齢に達した段階で選

挙権を付不され、あるいは成人と見なされるようになったのは、長い人類の歴史の中

でつい最近のことです。それは国によって時期が異なり、日本では1946年に20歳

以上の男女に選挙権が付不されました。わずか73年前のことです。日本国憲法前文

には次のように記されています。「日本国民は、正当に選挙された国会における代表

者を通じて行動し、われらとわれらの子孫のために、諸国民との協和による成果と、

わが国全土にわたって自由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によって再び戦争の

惨禍が起ることのないやうにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣

言し、この憲法を確定する」と。日本は「選挙」を通じて国民が「主権」を行使して

います。法律をつくったり政治を行うのは「代表者」ですが、それを選ぶのは「私た

ち」です。その権利を男女が平等に得て、まだ100年も経っていません。是非、選

挙権を有する意味を考えてみてください。 

 君たち全員がやがて、選挙権を有し、成人として責任を負った、社会を構成する大

事な存在となります。高校時代は、そのための最後の基礎造りの時期だと言えます。

今年は「平成」から新しい元号に変わる節目の年です。新しき世は、まさしく成人と

なった君たちが創り上げていく時代です。より良い社会を創るためにも、基礎造りの

ための知恵や知識を蓄え、人間性を磨き高める高校生活を送りましょう。 
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巻頭言 

   「 新しき世を創る 」 
        教頭 野村雄大         



 進学を控える生徒にとっては、センター試験を

終え、まさに正念場です。ここでの迷いは捨て、

妥協なく進路実現に邁進して欲しいと思います。

また、進路内定者にとってはこれからの過ごし方

が重要になってきます。Education is what 

survives when what has been learnt has 

been forgotten.（「教育は、学んだことがすべ

て忘れられた後に残る“何か”である」）実生活

において、学んだ事がそのまま使える事はないか

もしれませんが、考えてみれば、工夫をすれば、

いつか学んだ事が応用できる場面はたくさんあり

ます。私たちはテストで点数を取るためだけの指

導はしていません。考える力、これからをより良

く生きていく術を伝えたつもりです。知識と思考

は全く違うものです。豊かな人生を送るため、自

ら考え行動できる社会人になるため、残り僅かな

高校生活においても精一杯、学ぶ努力をしましょ

う。 

 ２学年最大のイベントとも言える、修学旅行が

終了しました。全国的にインフルエンザが流行す

る中、誰一人として体調を崩すことなく、無事に

４日間を過ごすことができたことが何よりのご報

告だと思います。 

 天候にも恵まれた軽井沢のスキー研修では、初

めての体験にも関わらず、生徒は飛躍的にスキー

の技術を向上させ、上級コースを滑る生徒もいた

ほどでした。３日目のディズニーランドは短時間

でしたが、各班が自由に行動し、様々なアトラク

ションやお土産の購入など満喫したようです。４

日目は東京壱岐雪州会のお力添えで、クルーズ船

を貸し切り、東京港の見学を行いました。日本を

代表する国際貿易港の港湾施設を見学し、産業・

経済・物流等の知識を目で見て学ぶことができま

した。  

 この修学旅行で、その風土に触れ、自然に触

れ、文化に触れることができました。かけがえの

ない経験を踏み、多くの思い出ができました。こ

の体験を今後の学校生活や将来に最大限活かして

欲しいと思います。 

 １年生も早いもので、残り２ヶ月となりまし

た。４月からは２年生となり、学習や部活動で後

輩の手本にならなくてはなりません。壱岐高生と

して日々全力で励み、将来の夢に向かって懸命に

努力できる力を作っていってほしいと思います。 

 さて、１月はインフルエンザの流行もあり、体

調丌良のための欠席や遅刻、早退が多く出まし

た。改めて、学習や部活動等に全力で取り組むた

めには、心身の健康管理が重要であると感じさせ

られました。２月になっても寒さは続きますの

で、手洗い・うがいを中心とした健康管理をご家

庭でもご指導ください。 

 最後に、2月14日(木)から１年生最後の考査で

ある学年末考査が始まります。73回生全員が将

来に繋がるような成績が残せるよう、学年団全体

でしっかりとサポートしていきたいと思います。

ご家庭でもお子様のご指導・ご支援をどうぞよろ

しくお願いします。 

 

第 ３ 学 年 より 第 １ 学 年 より 

第 ２ 学 年 より 

↑ 東京壱岐雪州会の皆さま、ありがとうござ   

 いました。 

↑ 浅間山が綺麗に見えました。 



２月行事予定 ①１年 ②２年 ③３年  壱岐高Topics! 

「センター出陣式・センター試験本番」 
 

1月１７日（木）本校コモンホールにて、３

年生のセンター試験出陣式が行われました。多

くの先生方からの激励を受け、よりいっそう気

合いが入ったようです。 

1月１９日（土）２０日（日）、いよいよセ

ンター試験本番。これまで積み重ねてきた努力

の成果を思う存分に発揮する時が来ました。生

徒は皆自信に満ちた表情で、会場へと入ってい

きました。 

次は私立大学、国公立大学の個別試験に向け

て頑張ってください。 

 

 

1 金 自宅学習期間③一部（～22金)   

2 土 
★①③ 進研実力マーク②       

進研記述②・公務員・看護模試② 

3 日 進研実力マーク②ハイレベルテスト①  

4 月 推薦入試設営   

5 火 ＡＴ推薦・離留入試   

6 水 登校日③   

7 木 考査時間割発表①②   

8 金    

9 土 ★③   

10 日    

11 月 【建国記念の日】   

12 火    

13 水 登校日③   

14 木 学年末考査①②   

15 金 学年末考査①②   

16 土 ★③   

17 日 
第３回英検二次          

中国語スピーチコンテスト①② 

18 月 学年末考査①②   

19 火 学年末考査①②   

20 水 登校日③   

21 木    

22 金 特編Ⅱ期終了   

23 土 ★①②   

24 日    

25 月 短縮４５分授業 国公立大前期試験  

26 火    

27 水 
卒業式設営            

市長等表敬訪問（コース③）  

28 木 卒業式予行 第３回コース交流会  

↑ 生徒代表の決意表明や先生方による    

  激励の様子。 



生 徒 指 導 部 より  

 

 「帰宅時に夜道を運転していて、横断歩道

を右折しようとした時、歩行者がいたためブ

レーキを踏みました。もう渡り終わったと

思ったのでアクセルを踏みかけた瞬間、学ラ

ンを着た高校生が歩道を横切り、車が接触し

てしまいました。この場合どれ位の罪に問わ

れますか？」インターネット上の投稿です。

この事敀の場合、悪いのはもちろん運転手で

す。しかし、この高校生がもし壱岐高生だっ

たら？と思うと怖くてたまりません。失われ

た命や、怪我で失った時間は二度と戻らない

からです。皆さんの登下校時に同じようなこ

とが起こっていないでしょうか？歩道からは

み出さない、反射板を鞄に付ける、懐中電灯

を持参して道路側に照射するなど「小さな心

がけ」が事敀回避に繋がることもあります。

壱岐高生全員が怪我なく次の学年やステージ

に進めるよう、他人事ではなく「事敀は誰に

でも起こりうるもの」と心に留め、日々の生

活を過ごしていきましょう。 

 １２月２３日（日）に、第３回文化部合同

発表会、吹奏楽部第２８回定期演奏会（クリ

スマスコンサート）を壱岐の島ホールにて開

催しました。 

 文化部合同発表会は、本校の文化部の活動

内容を発表する機会を設けることを目的とし

ています。吹奏楽部の演奏は昨年にも負けな

い素晴しい演奏で、会場が大いに盛り上がり

ました。放送部は作成した映像の上映とス

テージ進行を行いました。またロビーにて書

道部･写真部･美術部・科学部･英語部の作品

展示、調理部のお菓子のバザー、茶道部のお

茶会など盛りだくさんの内容でした。 

 今年度は、昨年度よりも多くの方々にご来

場いただき、発表会を盛り上げていただきま

した。ご来場いただきました皆様、ご支援あ

りがとうございました。  

 2019年が始まりました。今年も進路指導

部および主催行事をよろしくお願いいたしま

す。 

 去る１月19、20日の週末に、大学入試セ

ンター試験が本校を会場に行われ、壱岐高校

からは122名の71回生が受験しました。い

つもの模試ではありません。国公立大学・私

立大学入試の最初の関門であり、１回勝負の

本番です。いつも明るく人懐っこい71回生

も魅力的ですが、この２日間は適度な緊張で

凛々しい面持ちの71回生が、何とも頼もし

く感じられました。きっとこれまでの努力が

自信となってみなぎっていたのではないかと

思います。 

 １月末で出願を終え、２月は「希望進路の

実現」へ向け一意専心。71回生の本気を後

輩たちはぜひ見ていてください。沢山得られ

るものがあるはずです。 

【公務員試験情報】 

 現在のところ、３年５組より壱岐市役所に

５名、壱岐市消防に１名、税務職（九州）に

１名が合格しています。おめでとうございま

した。活躍を祈念します。 

生 徒 会 ・ 美 化 部 より 

進 路 指 導 部 より 

 １月２２日（火）～２５日（金）にかけて、２学年が修学旅行に行きました。高校生活で

の一番の思い出になったと思います。生徒の修学旅行の感想文からいくつか紹介します。 

  

・修学旅行の中で、集団で行動する難しさを痛感しました。自分だけができててもダメで、

全員でまとまらないといけないと思いました。でも全員がまとまっているときはとても楽し

く、充実した活動が出来たと思います。（女子） 

 

・修学旅行を通して、仲間と協力する大切さを学びました。スキーではお互いに教え合うこ

とで、班員みんなで上達していきました。頼りになる仲間が近くにいるんだと実感しました。

（男子） 


